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率良く測定する為の新規ハイブリッドリガンドの利用」の演題

で講演いただいた．極性化合物を保持するために最も一般的に

使用される保持機構は，親水性相互作用クロマトグラフィー

（HILIC）とイオン交換であることから両方の特性を有するハ

イブリッドリガンドを考案したとのことであった．この Raptor 

Polar Xカラムはアセトニトリルの割合が比較的高い移動相を

使用すると，HILIC，移動相の水の量を増やしていくとイオン

交換特性が支配的な保持メカニズムになるとのことであった．

高極性農薬であるグリホサートや非誘導化アミノ酸といった高

極性化合物の分析に有用であるとのことであった．

5題目は，日本ウォーターズ㈱の島崎裕紀氏より，「解離性

化合物を分析する為のカラム選択」の演題で講演いただいた．

イオン解離性の化合物では，幅広い pHレンジで使用可能なカ

ラムが必要となるため，シリカ骨格内にエチレン架橋構造を含

んだハイブリッドシリカゲルベースに，C18 基に加え陰イオ

ン交換基も修飾した新規カラム Atlantis BEH C18AXを開発し

たとのことであった．当カラムは逆相条件でありながら，解離

性の有機酸を十分に分離できることに加え，陰イオン交換基が

塩基性化合物に対して静電的な反発を示すため，基材との静電

的な相互作用によりテーリングが懸念される化合物のピーク形

状改善も期待できるとのことであった．また，双性イオン

（Zwitterionic）官能基を修飾した HILICカラムの紹介があり，

他の HILIC固定相よりも水和層の安定性に優れ，非解離性の

極性化合物に対しても強い保持が期待できるとのことであっ

た．

6題目は，信和化工㈱の小林宏資氏より，「逆相系移動相で

行うキラル分析」の演題で講演いただいた．タンパク質固定化

キラルカラムとして，「オボムコイド（OVM）」固定化カラム

の特長について紹介があった．OVMは熱・酵素・化学処理の

みならず高圧化においても安定なタンパク質であり，HPLC

として使用可能な固定相とのことであった．OVMはキラル分

離が可能な固定相にもかかわらず，逆相クロマトグラフィーと

しても使用可能であり逆相キラル分析は医薬品やバイオ成分を

対象とした分析に応用できるとのことであった．

7題目として，本研究懇談会の中村　洋委員長（東京理科大

学）より，総括が行われ，各講演者に対する深い質疑が行われ

た．また，コロナ禍で中断していた LC分析士試験について

2021 年度の試験日が確定したとのことであった．

懇談会終了後には，Zoomオンライン形式での講師を囲んで

情報交換会が行われ，学会シーズンではあったが 10名が参加

し，例会の内容および LC談議で大いに盛り上がった．

最後に，本研究懇談会で講師を快く引き受けてくださった皆

様，並びに運営にご協力いただいたWeb小委員会の方々に深

く感謝申し上げます．
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2022 年の表紙デザインについて

本年の表紙デザインは以下のとおりです．制作者から寄稿い

ただいた文面もあわせて掲載いたします．
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人類はこれまでいくつもの新しいウイルスに出会い，それら

と共存する新しい社会を構築してきました．今の私達は，新型

コロナウイルスの次から次へと出現する変異株に対応した新し

い生活様式に移行する過渡期にちょうどいると考えられます．

今回の新型コロナウイルスに対して，私達は，感染者の早期発

見に PCR装置，重症度の評価にパルスオキシメーターなど先

人の開発した素晴らしい分析装置等の活用によって，ウイズコ

ロナの生活を続けています．PCR装置やパルスオキシメーター

は，今から約 40年前の昭和後期に開発され，その後，多くの

改良等が行われて，現在のコロナ対策に利用されています．

人類は，現在，新規感染症以外にも，地球温暖化という地球

規模の課題に直面し，さらに紛争や格差など多くの問題を抱え

ており，それらへの対策が迫られています．ステイホームで自

宅等に滞在する時間が長くなると予想される今年に，是非，昭

和時代に開発された名機の写真を眺めて，人類の喫緊な課題の

解決に役立つ分析装置や分析法の開発の糸口を本学会の会員の

皆様が見いだすことを祈念し，表紙を作成させて頂きました．

〔「ぶんせき」編集委員会〕
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